
一

は
じ
め
に

本
居
宣
長
・
奈
良
と
な
る
と
、
誰
し
も
が
宣
長
四
三
歳
、
一
七

す
が
が
さ
の
に
き

九
五
年
（
寛
政
七
）
に
版
行
さ
れ
た
『
菅
笠
日
記
』
を
思
い
浮
か

べ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
宣
長
が
奈
良
を
訪
れ
た
の
は
、『
菅
笠
日
記
』
の
他

に
、
通
過
し
た
の
も
含
め
る
と
六
回
に
及
ぶ
。

一
回
目
は
宣
長
一
三
歳
、
一
七
四
二
年
（
寛
保
二
）
七
月
一
四

日
に
松
坂
を
出
立
し
、
吉
野
水
分
神
社
、
大
峰
山
上
、
高
野
山
、

長
谷
寺
を
参
詣
し
七
月
二
二
日
に
松
坂
に
帰
着
し
た
九
日
間
の
旅

行
で
あ
る
。

二
回
目
は
宣
長
二
八
歳
、
一
七
五
三
年
（
宝
暦
三
）
三
月
か
ら

の
京
都
遊
学
を
終
え
、
一
七
五
七
年
（
宝
暦
七
）
一
〇
月
に
、
松

坂
に
帰
る
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
を
経
由
し
、
い
く
つ
も
の
地
点
で

奈
良
を
見
聞
し
て
い
る
旅
行
で
あ
る
。

三
回
目
は
宣
長
四
三
歳
、
一
七
七
二
年
（
明
和
九
）
三
月
に
吉

野
、
明
日
香
を
巡
っ
た
旅
行
で
あ
る
。
こ
の
時
の
旅
行
記
が
『
菅

笠
日
記
』
で
あ
る
。

四
回
目
は
宣
長
六
五
歳
、
一
七
九
四
年
（
寛
政
六
）
一
〇
月
和

歌
山
行
き
の
際
に
、
高
見
峠
を
越
え
吉
野
、
五
條
を
通
過
し
て
い

る
。五

回
目
は
宣
長
七
〇
歳
、
一
七
九
九
年
（
寛
政
一
一
）
和
歌
山

本
居
宣
長
の
奈
良
旅
行

│
│
『
菅
笠
日
記
』
で
は
な
い
奈
良
旅
行
日
記
│
│伊

藤

純
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か
ら
の
帰
郷
の
際
、
二
月
二
五
日
に
吉
野
水
分
神
社
に
参
詣
し
て

い
る
。

六
回
目
は
一
八
〇
〇
年
（
寛
政
一
二
）
一
一
月
か
ら
の
和
歌
山

で
の
務
め
を
終
え
、
翌
一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
二
月
二
三
日
和

歌
山
を
発
ち
、
大
坂
、
奈
良
を
経
由
し
松
坂
へ
帰
る
途
上
の
奈
良

旅
行
で
あ
る
。
こ
の
年
の
九
月
、
宣
長
は
七
二
歳
で
没
す
る
。

こ
の
う
ち
、
二
回
目
一
七
五
七
年
と
六
回
目
一
八
〇
一
年
の
旅

行
で
は
、
宣
長
は
詳
細
な
日
記＝
見
聞
記
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
宣
長
の
眼
に
入
っ
た
奈
良
の
風
景
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
二
回
の
旅
行
は
、
奈
良
論
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

小
文
で
は
、
一
七
五
七
年
と
一
八
〇
一
年
の
日
記
を
紹
介
し
、

宣
長
の
記
述
を
読
み
な
が
ら
、
合
わ
せ
て
今
日
で
は
地
上
に
残
っ

て
い
な
い
、
宣
長
の
眼
に
映
っ
た
風
景
を
『
大
和
名
所
図
会
』

（
一
七
九
一
年
）
か
ら
想
像
し
て
み
た
い
。

な
お
、
宣
長
の
日
記
は
仮
名
で
綴
ら
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、

一
読
し
た
だ
け
で
は
理
解
し
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
宣
長
が
仮
名
で

表
記
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
前
後
の
文
脈
か
ら
私
の
判
断
で

漢
字
に
変
え
、
改
行
も
し
た
。
私
の
当
て
た
漢
字
が
誤
り
で
あ
れ

ば
、
私
の
理
解
不
足
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
不
審
な

部
分
が
あ
れ
ば
宣
長
全
集
に
よ
っ
て
宣
長
の
文
字
を
確
か
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

二

一
七
五
七
年
（
宝
暦
七
）
二
八
歳
の
奈
良
旅
行

（「
在
京
日
記
」『
本
居
宣
長
全
集
』
一
六
巻
一
三
四
頁
〜
）

京
都
で
の
遊
学
を
終
え
、
奈
良
を
経
て
四
日
三
泊
を
か
け
て
松

坂
に
帰
る
際
の
日
記
（
図
１
）。

一
〇
月
三
日

今
日
な
ん
都
を
発
ち
て
、
初
瀬
へ
詣
で
、
開
帳
し
奉
り
て
帰
る

な
り
。（

京
都
か
ら
南
下
し
木
津
ま
で
の
道
中
は
省
略
）

木
津
川
、
舟
に
て
渡
る
。
是
な
ん
泉
川
な
り
け
る
。
是
の
辺
り

名
の
あ
る
所
々
多
か
れ
ど
、
心
慌
た
だ
し
く
て
訪
ね
見
る
べ
く
も

な
き
旅
な
れ
ば
、
い
と
口
惜
し
。

さ
て
、
奈
良
近
く
な
る
辺
り
よ
り
、
か
の
山
も
見
え
ず
な
り
ぬ
。

今
こ
そ
愛
宕
の
名
、
荷
負
う
（
？
）
心
地
す
。

か
み

し
も

玉
水
の
ほ
と
り
に
て
、
里
人
の
南
を
上
と
云
い
、
北
を
下
と
云
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い
ぶ
か

い
ず
こ

う
を
聞
け
ば
、
訝
し
く
て
、
何
処
に
て
も
京
の
方
を
こ
そ
上
と
は

云
え
、
こ
こ
に
て
は
い
か
で
か
京
の
方
を
下
と
は
云
う
ぞ
と
問
え

さ
も
あ
り
な
ん

ば
、
さ
な
ん
。
奈
良
の
方
を
上
と
申
し
侍
る
と
云
ら
ふ
る
。
さ
る

み
や
こ

は
、
古
へ
奈
良
の
京
の
そ
の
か
み
よ
り
云
い
習
え
る
こ
と
の
、
今

に
改
め
ず
し
て
云
い
来
る
に
や
と
。
い
と
素
生
（
由
緒
）
に
覚

ゆ
。

（
１
）

般
若
坂
と
云
う
よ
り
奈
良
に
入
る
。
そ
も
未
だ
奈
良
は
見
侍
ら

ね
ば
、
年
比
（
年
頃
）
良
き
所
と
聞
き
て
、
来
ま
ほ
し
く
思
い
わ

た
り
し
所
な
れ
ば
、
い
と
珍
し
。
駕
籠
に
乗
り
て
過
ぬ
。
般
若
寺

と
云
え
る
額
を
門
に
懸
け
た
る
寺
あ
り
。
駕
籠
の
内
よ
り
見
る
。

此
の
寺
な
ど
も
、
聞
き
及
び
ぬ
る
古
き
寺
に
て
、
か
の
額
の
さ
ま

も
、
大
方
な
ら
ず
古
く
由
あ
る
さ
ま
な
れ
ば
、
入
り
て
詣
で
ま
ほ

し
け
れ
ど
、
え
詣
ら
ず
。

ま
た
三
・
四
間
ば
か
り
な
る
橋
あ
り
。
此
の
橋
を
渡
る
と
て
、

ふ
と
川
の
流
れ
を
見
遣
り
た
れ
ば
、
川
中
に
杭
立
て
り
。
佐
保
川

と
記
し
た
り
。
此
の
佐
保
川
よ
、
昔
よ
り
名
高
き
川
な
る
が
、
さ

る
物
め
か
し
き
（
目
立
つ
よ
う
な
）
流
れ
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此

の
杭
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
知
ら
で
ぞ
過
ぎ
ま
し
と
思
う
。
全
て
此

の
辺
り
、
名
所
限
り
も
な
き
都
の
跡
な
れ
ば
、
い
ず
れ
も
古
き

所
々
、
多
く
は
斯
様
に
て
ぞ
あ
る
ら
ん
と
、
い
と
訪
ね
見
ま
ほ
し

け
れ
ど
、
何
処
へ
も
え
罷
ら
ず
。
い
と
い
と
口
惜
し
。
此
の
佐
保

川
も
、
町
屋
の
内
を
流
れ
た
る
小
川
に
て
、
さ
る
所
と
も
見
え
ざ

り
け
り
。

さ
る
茶
屋
に
駕
籠
降
ろ
し
ぬ
。
こ
の
向
い
に
大
き
な
る
寺
の
門

（
２
）

あ
り
。
こ
れ
や
興
福
寺
・
東
大
寺
な
ど
と
云
う
寺
に
や
と
見
や
ら

れ
て
、
目
留
ま
る
。
こ
こ
に
て
駕
籠
よ
り
降
り
て
し
ば
し
休
み
、

さ
て
か
の
門
に
入
て
、
奥
深
く
行
く
。
い
と
大
き
な
る
寺
に
て
、

そ
こ
は
か
と
限
り
も
な
し
。
僧
坊
多
く
見
え
た
り
。
右
の
方
に
や

や
近
く
大
仏
殿
見
え
た
り
。
こ
こ
は
大
仏
殿
の
後
の
方
な
り
。
東

（
３
）

よ
り
廻
り
て
大
仏
殿
に
詣
ず
。
京
の
よ
り
は
や
や
殿
も
狭
く
、
仏

（
４
）

も
少
し
小
さ
く
見
え
給
う
。
さ
れ
ど
脇
士
な
ど
も
お
わ
し
ま
し
、

近
来
再
興
あ
り
し
堂
な
れ
ば
、
全
て
い
ず
こ
も
い
ず
ご
も
京
の
よ

り
は
綺
麗
に
見
え
た
り
。
堂
も
京
の
よ
り
は
小
さ
け
れ
ば
、
高
く

見
え
て
格
好
良
し
。
堂
の
さ
ま
廻
廊
な
ど
も
、
京
の
と
同
じ
さ
ま

に
て
建
て
ら
れ
た
り
。
さ
て
所
の
さ
ま
は
、
京
の
大
仏
よ
り
も
は

る
か
に
景
地
よ
き
所
な
り
。

日
も
や
や
傾
ぶ
く
ほ
ど
な
れ
ば
、
心
静
か
に
も
え
見
え
侍
ら

ず
。
た
だ
大
方
に
見
廻
り
ぬ
。
さ
て
二
月
堂
の
辺
り
も
よ
き
景
地
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な
り
。
三
笠
山
・
若
草
山
並
び
た
る
下
を
過
ぐ
。
三
笠
の
山
は
、

げ
に
木
も
な
く
て
す
ん
べ
り
（
滑
り
）
と
し
て
、
笠
を
う
つ
ふ
け

（
打
ち
付
け
）
た
ら
ん
よ
う
な
り
。
若
草
山
は
木
深
く
繁
れ
る
山

（
５
）

な
り
。

そ
れ
よ
り
春
日
の
御
社
に
詣
ず
。
い
と
木
深
く
繁
り
た
る
奥
の

宮
居
、
神
さ
び
神
々
し
き
所
の
限
り
な
り
。
灯
籠
数
も
知
ら
ず
立

て
り
。
傍
ら
の
梢
を
見
れ
ば
、
猿
の
多
く
い
た
る
、
い
と
物
深

（
６
）

し
。
御
社
の
前
に
か
し
こ
ま
り
て
額
づ
く
。
四
所
の
宮
居
い
と

神
々
し
。

今
来
た
る
道
は
正
面
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
よ
り
出
る
道
な
ん
本

道
正
面
な
り
け
る
。
社
を
立
て
、
猿
沢
の
池
の
方
へ
と
出
る
ほ

ど
、
御
山
の
間
い
と
遠
く
物
深
く
繁
り
あ
い
た
り
。
鹿
の
人
に
馴

れ
て
、
気
近
く
立
ち
さ
ま
よ
い
歩
く
。
い
と
珍
し
。
角
は
皆
切
り

（
７
）

た
り
。

さ
て
行
き
行
き
て
、
鳥
居
の
あ
る
所
に
出
ず
。
こ
こ
な
ん
春
日

社
の
入
口
也
。
こ
こ
に
続
き
て
興
福
寺
あ
り
。
南
円
堂
の
観
世
音

に
詣
ず
。
伽
藍
皆
焼
け
失
せ
て
、
石
す
え
（
礎
／
い
し
づ
え
）
の

（
８
）

み
の
野
良
な
り
。
南
円
堂
も
焼
け
て
、
観
音
は
仮
堂
に
お
は
し
ま

す
。
此
の
堂
た
た
む
（
建
て
ん
）
と
て
、
今
地
形
突
き
普
請
あ

（
９
）
り
。
五
重
の
塔
の
み
残
り
て
高
く
立
て
り
。

さ
て
南
大
門
の
焼
け
跡
よ
り
出
る
。
此
の
南
大
門
の
前
、
即
ち

猿
沢
の
池
な
り
。
南
の
方
に
遥
か
に
、
い
ず
こ
の
塔
や
ら
ん
高
く

（

）

見
ゆ
（
図
２
）。
此
の
池
の
辺
り
の
景
色
、
え
も
云
わ
ず
優
れ
た

る
景
色
な
り
。
お
よ
そ
我
が
御
門
、
六
十
余
国
の
う
ち
に
、
此
の

興
福
の
南
大
門
を
出
た
る
所
の
光
景
に
並
ぶ
所
は
な
し
と
か
や
。

哀
れ
此
の
門
の
あ
ら
ま
し
か
は
、
い
か
に
厳
め
し
か
ら
ん
と
、
い

と
新
し
。
此
の
池
の
水
い
と
清
く
澄
み
わ
た
り
て
、
水
草
も
な
く

塵
も
な
く
、
い
と
い
と
綺
麗
な
る
池
な
り
。
東
は
春
日
の
御
社
若

草
山
、
北
は
興
福
寺
、
西
南
は
町
屋
な
り
。

し
ば
し
此
の
池
辺
に
休
ら
い
て
、
心
静
か
に
見
ま
ほ
し
け
れ

ど
、
日
も
よ
う
よ
う
暮
方
に
て
、
入
相
の
鐘
も
聞
ゆ
れ
ば
、
慌
た

だ
し
く
立
ぬ
。
此
の
池
の
西
の
町
屋
、
即
ち
宿
屋
あ
る
所
な
れ

ば
、
某
の
屋
に
宿
り
ぬ
。

一
〇
月
四
日

ま
た
夜
深
く
発
つ
。
奈
良
の
町
屋
を
過
る
ほ
ど
、
夜
の
内
な
れ

ば
、
何
の
あ
や
め
（
怪
め
／
不
審
）
も
な
し
。
提
灯
の
明
か
り
に

て
見
れ
ば
、
軒
の
下
に
、
鹿
こ
こ
か
し
こ
に
伏
し
い
た
り
。
い
と
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珍
し
。

（

）

帯
解
・
在
原
寺
（
写
真
１
・
図
３
）
な
ど
過
て
も
ま
だ
夜
明
け

ず
。
い
ず
こ
も
い
ず
こ
も
何
の
甲
斐
な
く
過
ぐ
。
そ
も
そ
も
奈
良

の
辺
り
は
、
心
留
め
て
細
や
か
に
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
慌
た
だ
し

く
て
過
ぬ
れ
ば
、
西
大
寺
の
方
へ
も
え
罷
ら
ず
成
り
ぬ
。

三
輪
に
て
物
喰
い
て
、
明
神
へ
詣
ず
。
三
輪
の
里
よ
り
鳥
居
を

入
り
て
、
並
木
を
経
て
、
や
や
山
に
上
る
所
な
り
。
御
社
は
、
拝

（

）

殿
新
し
く
綺
麗
に
見
ゆ
。
み
あ
ら
か
（
本
殿
）
な
く
て
、
た
だ
杉

深
く
繁
り
た
る
御
山
を
指
し
て
拝
み
奉
る
。
そ
れ
よ
り
三
輪
の
里

に
は
出
で
ず
。
山
中
を
越
え
て
先
へ
出
た
り
。

午
の
時
前
に
初
瀬
に
着
く
。
宿
屋
に
入
り
て
し
ば
し
休
み
、
さ

あ
る
じ

て
主
し
て
、
開
帳
の
こ
と
寺
へ
申
し
に
遣
る
。
明
日
と
な
り
て

つ
も

は
、
道
の
積
り
も
よ
ろ
し
か
ら
ね
ば
、
今
日
よ
り
と
思
う
に
、
不

成
就
日
な
れ
ば
、
申
の
時
よ
り
と
頼
ま
る
。
そ
も
そ
も
村
田
氏
、

年
毎
に
こ
の
御
寺
の
開
帳
し
奉
ら
る
る
、
い
と
尊
き
こ
と
な
り
。

此
の
寺
の
開
帳
と
申
す
は
、
一
・
七
日
の
間
な
り
。
初
一
日
は
、

（

）

（

）

脇
に
立
ち
給
う
天
照
太
神
・
春
日
明
神
の
像
を
も
拝
ま
せ
侍
る
。

料
は
金
七
両
二
歩
な
り
け
る
。

雨
や
や
降
り
出
ぬ
。
こ
の
初
瀬
の
里
は
、
初
瀬
川
の
流
れ
、
人
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か
し
か
ま

家
の
裏
を
流
れ
侍
る
。
こ
の
家
の
隣
に
水
車
あ
る
に
や
。
い
と
姦

し
き
に
、
川
水
の
音
に
響
き
合
い
て
、
雨
強
う
降
る
よ
う
な
れ

ば
、
障
子
開
け
て
見
れ
ば
さ
し
も
降
ら
ず
。

申
の
時
に
や
、
御
寺
よ
り
案
内
あ
れ
ば
、
宿
り
を
出
て
詣
ず
。

昔
幼
か
り
し
ほ
ど
に
詣
で
た
り
し
こ
と
は
有
り
し
か
ど
、
は
か
ば

（

）

か
し
く
も
覚
え
ず
。
初
め
て

に
異
な
ら
ず
。
い
と
珍
し
。

山
の
佇
ま
ひ
、
堂
々
坊
舎
な

ど
の
さ
ま
、
い
と
麗
し
く
絵

に
描
き
た
ら
ん
よ
う
に
見
上

げ
ら
る
。
い
に
し
え
よ
り
此

の
観
音
は
、
変
わ
ら
ず
人
の

信
じ
奉
り
て
、
古
今
人
多
く

詣
で
、
繁
盛
な
る
御
仏
な

り
。
門
を
入
て
、
廊
の
呉
橋

を
上
り
、
本
堂
に
詣
ず
。
僧

衆
出
て
、
は
や
法
事
始
ま
り

た
り
。
読
経
、
陀
羅
尼
、
行

道
、
何
く
れ
と
や
や
長
し
。

里
人
、
此
の
寺
の
所
化
（
諸
家＝

修
行
の
僧
）
な
ど
詣
で
混
み
た

り
。
願
主
の
座
は
、
皆
人
の
拝
む
所
に
、
こ
と
さ
ら
に
新
し
き
薄

縁
二
ひ
ら
（
片
）
敷
き
た
り
。
さ
て
御
緞
帳
の
下
が
る
ほ
ど
、
い

と
尊
し
。
世
の
常
の
帳
は
上
へ
開
く
る
を
、
こ
れ
は
下
へ
降
ろ
す

（

）

な
り
。
御
仏
は
い
と
大
き
に
て
、
い
み
じ
う
尊
し
。
さ
て
な
お
し

写真 1 在原寺本堂（現・西融寺）

図 3 在原寺（大和名所図会）

― ２８ ―



ば
し
法
事
あ
り
。
大
な
る
板
の
御
札
を
と
う
て
て
（
取
う
出
て
／

取
り
出
し
て
）
与
う
。
屋
と
（
宿
）
の
主
、
取
り
付
き
て
持
て

来
。
脇
士
へ
供
え
し
神
酒
な
ど
、
抱
し
下
し
て
頂
か
せ
た
り
。
雨

や
や
強
く
降
り
出
た
り
。

さ
て
御
堂
を
出
て
、
元
の
呉
橋
を
下
り
、
宿
り
に
帰
り
休
み

ぬ
。
女
の
出
で
来
て
臥
具
を
出
し
た
る
に
、
布
団
の
み
に
て
夜
着

な
か
り
け
れ
ば
、「
よ
ぎ
」
を
致
せ
と
云
わ
せ
た
れ
ば
、「
よ
き
」

と
は
何
の
こ
と
に
や
と
て
知
ら
ず
。「
よ
き
」
と
は
夜
着
の
事
と

笑
う
。
や
や
心
得
て
、
な
が
の
（
長
／
長
掛
）
の
こ
と
な
め
り
と

て
、
夜
着
持
て
来
た
り
。
こ
こ
は
む
げ
に
田
舎
と
も
云
う
ま
じ
き

に
、
か
く
近
き
物
の
名
の
変
は
る
も
お
か
し
。
後
に
つ
く
づ
く
と

思
へ
ば
、
此
の
地
に
「
與
喜
（
よ
き
）
天
神
」
と
申
す
が
い
ま
そ

（

）

か
れ
ば
、
此
の
名
を
避
け
て
、
夜
着
を
「
な
が
（
長
）
の
」
と
昔

よ
り
云
い
替
え
た
る
こ
と
に
も
や
あ
る
ら
ん
。
知
ら
ず
。
初
瀬
川

の
水
音
澄
て
、
夜
も
す
が
ら
い
と
ど
夢
も
結
び
難
し
。

一
〇
月
五
日

ま
た
夜
深
く
初
瀬
の
屋
と
（
宿
）
り
を
発
つ
。（
…
中
略
…
）

今
日
は
山
中
を
の
み
過
ぎ
行
く
。
伊
賀
の
名
張
を
過
て
、
阿
保
と

い
う
所
に
宿
り
ぬ
。

一
〇
月
六
日

ま
た
夜
深
く
宿
り
を
出
ず
。（
…
中
略
…
）
伊
勢
海
道
（
街
道
）

の
六
間
茶
屋
に
出
ず
。
か
ね
て
七
日
に
着
く
べ
き
由
云
い
遣
り
た

れ
ば
、
今
日
は
迎
い
の
人
も
来
ず
。
日
暮
れ
方
、
松
坂
に
着
き

ぬ
。

宝
暦
七
年
丁
丑
十
月

本
居
蕣
庵

こ
の
時
の
主
た
る
テ
ー
マ
は
、
寺
社
見
物
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
東
大
寺
で
は
京
の
方
広
寺
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
の
見
物
。

興
福
寺
で
の
記
述
は
、
一
七
一
七
年
の
伽
藍
焼
失
後
の
、
復
興
事

業
の
様
子
が
眼
に
浮
か
ん
で
く
る
。
夕
刻
近
く
、
猿
沢
池
の
辺
り

か
ら
の
眺
め
、
奈
良
の
風
景
を
堪
能
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

奈
良
に
立
ち
寄
る
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
長
谷
寺
へ
の
参
拝
の

様
子
は
、
当
時
の
開
帳
の
具
体
的
な
状
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
よ
ぎ
」
を
巡
る
や
り
と
り
は
、
初
瀬
の
人
々
の
信
仰
心
の
一
端
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が
伺
え
る
。

か
み

加
え
て
、
南
山
城
の
人
々
が
、
南
方
・
奈
良
の
方
向
を
上
、
北

し
も

方
・
京
の
方
向
を
下
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
、
さ
す

が
に
地
名
に
詳
し
い
宣
長
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。

三

一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
七
二
歳
の
奈
良
旅
行

（「
寛
政
十
二
年
紀
州
行
日
記
」『
本
居
宣
長
全
集
』
一
六
巻

六
二
四
頁
〜
）

紀
州
侯
の
召
命
を
受
け
、
前
年
一
八
〇
〇
年
（
寛
政
一
二
）
一

一
月
か
ら
三
箇
月
間
和
歌
山
に
滞
在
し
た
後
、
大
坂
・
奈
良
を
経

て
八
日
七
泊
で
松
坂
へ
帰
る
際
の
日
記
（
図
４
）。

二
月
二
三
日

晴
天

朝
六
ツ
半
頃
、
若
山
（
和
歌
山
）
出
立
。
貝
塚
泊
。

（
二
四
日
と
二
五
日
の
大
坂
で
の
道
中
は
省
略
）

二
月
二
六
日

晴
天

五
ツ
過
ぎ
大
坂
立
つ
。
平
野
、
鞍
作
、
太
子
堂
村
下
の
太
子
将

軍
寺
、
植
松
。

柏
原
の
少
し
手
前
、
右
の
方
に
長
き
大
和
川
提
の
彼
方
に
御
陵

の
ご
と
き
山
、
三
つ
並
て
見
ゆ
。
道
よ
り
四
・
五
丁
に
見
ゆ
。
平

野
よ
り
柏
原
ま
で
二
里
ば
か
り
。

柏
原
よ
り
大
和
川
の
北
の
提
を
行
き
て
、
山
路
に
入
り
、
川
の

沿
い
を
上
る
。
青
谷
と
云
う
里
ま
で
柏
原
よ
り
一
里
。
是
よ
り
立

野
へ
一
里
な
り
。
此
の
道
、
坂
険
し
か
ら
ず
。
坂
中
よ
り
見
下
ろ

す
川
の
中
に
亀
ヶ
瀬
と
て
、
岩
の
多
く
群
が
り
て
平
ら
に
並
び
た

る
所
あ
り
。

立
野
村
龍
田
神
社
、
正
面
に
二
社
、
左
の
方
に
北
向
き
に
二

社
、
い
ず
れ
も
千
木
・
鰹
木
あ
り
。
ま
た
右
の
方
、
南
向
き
に
三

社
、
こ
れ
は
千
木
・
鰹
木
な
し
。
件
の
六
社
、
皆
同
じ
く
御
垣
の

内
に
あ
り
。
立
野
よ
り
立
田
ま
で
一
里
ば
か
り
。

（
立
田
泊
り
。
立
田
の
西
の
入
り
口
に
小
さ
き
川
あ
り
）

河
内
よ
り
立
野
ま
で
の
間
よ
り
は
、
二
上
山
は
他
山
に
障
り
て

見
え
ず
。
立
田
近
き
所
に
な
り
て
少
し
見
ゆ
。
た
だ
し
、
山
の
形

は
変
わ
り
て
、
二
峰
の
一
つ
に
見
ゆ
。
南
な
る
は
見
え
ず
。

（
間
よ
ほ
ど
離
れ
て
遠
く
見
ゆ
）

立
田
の
入
り
口
に
小
さ
き
川
あ
り
。
立
田
新
宮
は
町
中
に
あ

（

）
り
。
此
の
所
に
泊
る
。
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図 4 1801年（享和元） 奈良の行程
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二
月
二
七
日

曇
、
郡
山
よ
り
雨
少
し
ず
つ
降
る

立
田
よ
り
並
松
へ
は
じ
き
な
り
。
少
し
離
れ
た
る
ば
か
り
な

（

）

り
。
並
松
の
西
の
入
口
の
前
に
丸
き
塚
あ
り
。
ほ
う
ら
い
（
蓬

莱
？
）
こ
れ
か
。
小
な
り
。
塚
の
南
に
続
き
て
村
も
見
ゆ
。
道
よ

り
一
丁
ば
か
り
南
な
り
。
法
隆
寺
に
詣
ず
。
法
隆
寺
よ
り
小
泉

〔
矢
田
寺
〕
へ
半
里
ば
か
り
な
り
。
小
泉
﹇

﹈
郡
山
の
少
し
西

（

）

に
陵
の
ご
と
き
塚
あ
り
。
道
の
右
な
り
。
松
生
た
り
。
小
泉
の
東

の
出
口
に
良
き
ほ
ど
な
る
川
あ
り
。
板
橋
な
り
。
件
の
陵
を
今
日

記
の
丸
山
と
云
う
と
ぞ
。
仁
田
四
朗
の
祖
先
の
墓
な
り
と
云
う
。

（
法
隆
寺
、
立
田
山
で
の
歌
七
首
省
略
）

薬
師
寺
は
郡
山
よ
り
七
・
八
丁
あ
り
。
招
提
寺
も
近
し
。
招
提

（

）

寺
の
戌
亥
の
方
に
少
し
離
れ
て
方
来
山
の
陵
、
道
の
左
に
あ
り
。

廻
り
の
池
、
い
と
広
い
。
菅
原
村
を
通
る
。

海
な
せ
る

中
に
立
て
れ
ば
嬉
こ
そ

蓬
（
よ
も
ぎ
）
が
嶋

の
名
は
負
い
に
け
れ

そ
れ
よ
り
西
大
寺
へ
十
丁
ば
か
り
。
西
大
寺
に
新
に
堂
建
て

（

）
り
。
西
大
寺
よ
り
尼
ヶ
辻
ま
で
の
間
に
、
道
よ
り
七
・
八
丁
左
に

成
務
の
陵
、
神
功
の
陵
見
ゆ
（
図
５
）。
成
務
の
陵
の
所
を
「
み

さ
さ
ぎ
村
」
と
云
う
。
神
功
陵
の
所
を
「
二
條
村
」
と
云
う
。

図 5 神功陵付近図（宣長の図）図 6 大ナベ・小ナベ付近図（宣長の図）

― ３２ ―



尼
ヶ
辻
よ
り
奈
良
ま
で
の
間
、
奈
良
の
入
口
よ
り
こ
な
た
三
丁

ば
か
り
。
道
の
北
三
丁
ば
か
り
に
大
ナ
ベ
・
小
ナ
ベ
二
陵
並
び
て

見
ゆ
（
図
６
）。
共
に
木
生
た
り
。

尼
ヶ
辻
よ
り
奈
良
へ
二
十
丁
ば
か
り
。
奈
良
に
泊
る
。
春
日

社
、
東
大
寺
、
興
福
寺
に
詣
。

二
月
二
八
日

曇
、
雨
降
る
、
午
後
止
、
或
は
降
り
或
は
止
む

（

）

眉
間
寺
に
詣
ず
。
佐
保
川
、
門
前
に
流
る
。
聖
武
陵
は
寺
の
境

内
、
堂
の
後
に
あ
り
。
堂
の
後
の
山
、
即
ち
陵
域
な
り
。
陵
前
に

鳥
居
立
り
。
此
の
所
は
門
あ
り
て
、
み
だ
り
に
は
入
れ
ず
（
図

７
）。
さ
て
、
光
明
后
陵
は
西
に
並
べ
り
。
た
だ
し
、
そ
こ
は
寺

の
域
内
に
は
あ
ら
ず
。
陵
下
の
谷
を
隔
て
た
り
。
光
明
陵
に
並
び

て
右
手
に
今
一
つ
並
び
た
る
は
、
淡
海
公
の
墓
な
り
と
寺
僧
が
云

え
ど
、
疑
わ
し
。
大
ナ
ベ
・
小
ナ
ベ
、
七
疋
狐
の
あ
る
処
、
眉
間

（

）

寺
の
前
の
左
に
あ
り
（
図
８
）。
こ
れ
も
陵
の
ご
と
き
山
な
り
。（

）

帯
解
よ
り
一
里
ば
か
り
南
に
、
在
原
村
人
丸
塚
と
云
う
あ
り

（
写
真
２
）。
鳥
居
立
り
、
そ
の
少
し
南
に
在
原
寺
あ
り
。

丹
波
市
よ
り
一
里
ば
か
り
こ
な
た
、
石
上
村
よ
り
東
へ
廿
丁
ば

か
り
入
て
、
布
留
村
布
留
の
社
に
詣
ず
。
村
の
内
に
布
留
川
流

る
。
反
り
橋
あ
り
。
橋
柱
、
行
桁
の
み
残
り
て
、
橋
板
は
な
し
。

側
な
る
別
の
橋
よ
り
渡
る
（
図
９
）。
社
は
山
に
て
、
境
内
広
し
。

村
よ
り
三
・
四
丁
入
る
。
社
は
こ
な
た
よ
り
右
の
方
な
る
は
、
小

さ
き
神
殿
に
て
、
世
の
常
の
神
社
の
如
し
。
左
な
る
は
山
門
、
回

廊
あ
り
て
、
仏
堂
の
如
し
。
門
に
石
上
明
神
と
額
あ
り
。
前
、
左

右
三
方
回
廊
に
て
、
後
一
面
は
石
の
垣
な
り
。
高
さ
三
尺
ば
か

り
、
そ
の
形
は
図
の
ご
と
し
（
図
１０
）。

布
留
村
よ
り
西
へ
十
丁
ば
か
り
行
け
ば
、
大
道
に
出
ず
。
朱
の

鳥
居
立
て
り
。
こ
れ
本
道
な
り
。
こ
の
所
即
ち
丹
波
市
の
入
口
な

り
。丹

波
市
よ
り
三
輪
ま
で
の
間
、
道
の
左
の
方
に
、
こ
こ
か
し
こ

に
塚
い
と
多
く
見
ゆ
。
里
人
は
千
塚
と
云
う
。
そ
の
中
に
、
道
よ

り
四
・
五
丁
東
に
、
御
陵
と
お
ぼ
し
き
も
二
所
に
見
ゆ
。

新
泉
村
大
和
大
明
神
に
詣
ず
。
二
丁
余
森
を
入
て
奥
に
立
ち
た

ま
う
。
神
殿
三
座
な
り
。
此
の
社
は
神
主
ば
か
り
に
て
、
僧
は
な

し
と
見
ゆ
る
に
、
鐘
楼
の
あ
る
は
い
か
が
。
箸
中
村
箸
の
御
墓
、

ふ
も
と

右
の
方
、
道
の
辺
に
あ
り
。
西
の
方
に
池
あ
り
。
柳
本
芝
村
な
ど

此
の
間
な
り
。
長
谷
に
泊
る
。
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図 7 眉間寺（大和名所図会）

図 8 隼人図（好古小録＝1795年）写真 2 歌塚 1732年建立（柿本寺跡／和爾
下神社）
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二
月
二
九
日

雨
天
、
午
後
晴
、
晴
曇

朝
立
ち
て

見
つ
つ
そ
こ
ゆ
る
初

瀬
山

ふ
も
と
の
里
の

初
桜
花

夜
に
入
、
阿
保
山
越
え
垣
内
に
泊
ま

る
べ
き
と
こ
ろ
、
風
激
し
く
て
、
提
灯

を
灯
し
難
く
、
闇
な
る
故
に
、
や
む
事

を
え
ず
、
垣
内
の
こ
な
た
一
里
、
山
中

の
一
つ
屋
に
宿
り
、
夜
を
明
か
す
。
甚
だ
わ
び
し
。

越
え
か
ね
て

山
の
中
な
る
一
つ
屋
に

一
夜
を
千
夜
の
旅

寝
を
ぞ
す
る

三
月
一
日

晴

曙
に
山
の
中
の
宿
を
立
て
、
垣
内
に
て
物
を
食
い
、
手
水
な
ど

す
。こ

の
時
の
主
た
る
テ
ー
マ
は
古
墳
見
物
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
坂
で
の
行
程
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
が
、
二
月
二
四
日
に
大

仙
陵
（
仁
徳
陵
古
墳
）
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

二
月
二
六
日
に
は
、
現
柏
原
市
の
大
和
川
の
堤
か
ら
南
方
の
古

図 9 布留社頭並山内絵図部分（『石上神宮』2007年より）

図 10 石垣図（宣長の図）
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市
古
墳
群
を
眺
め
て
い
る
。

二
七
日
は
並
松
入
口
の
丸
き
塚
（
藤
ノ
木
古
墳
？
）、
陵
の
如

き
塚
・
丸
山
（
新
木
山
古
墳
）、
方
来
山
の
陵
（
垂
仁
陵
古
墳
）、

さ
ら
に
佐
紀
盾
列
古
墳
群
を
巡
っ
て
い
る
。
宣
長
の
頃
に
は
、
今

日
「
ウ
ワ
ナ
ベ
」「
コ
ナ
ベ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
古
墳
は
、「
大
ナ

ベ
」「
小
ナ
ベ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
月
二
八
日
に
は
大
和
古
墳
群
を
抜
け
る
途
中
に
、「
御
陵
と

お
ぼ
し
き
も
二
所
」・
崇
神
陵
古
墳
と
景
行
陵
古
墳
、
さ
ら
に
箸

墓
を
見
な
が
ら
の
旅
路
で
あ
る
。

四

ま
と
め
に
か
え
て

│
『
菅
笠
日
記
』
と
の
比
較
│

『
菅
笠
日
記
』
は
四
三
歳
の
宣
長
が
一
七
七
二
年
（
明
和
九
）

三
月
五
日
に
松
坂
を
出
立
し
、
三
月
一
四
日
に
帰
着
す
る
ま
で
の

一
〇
日
間
の
旅
行
記
で
あ
る
。『
菅
笠
日
記
』
が
版
行
さ
れ
た
の

は
宣
長
六
六
歳
の
一
七
九
五
年
（
寛
政
七
）
の
こ
と
で
、
実
際
の

旅
行
か
ら
二
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
七
七
二
年
の
『
菅
笠
日
記
』
に
対
応
す
る
旅
行
中
の
日
記

（
全
集
一
六
巻

三
二
七
頁
〜
）
に
は

三
月
五
日

吉
野
観
花
に
行
く
。
今
朝
発
足
。
同
伴
、
覚
性
院
・

小
泉
見
庵
・
稲
垣
十
助
・
同
常
松
・
中
里
新
次
郎
な
り
。
今
夕
、

伊
賀
国
伊
勢
地
に
宿
す
。

六
日

貝
原
に
宿
す
。

七
日

千
俣
に
宿
す
。

八
日

吉
野
に
宿
す
。

九
日

吉
野
に
宿
す
。

十
日

岡
に
宿
す
。

十
一
日

三
瀬
に
宿
す
。

十
二
日

貝
原
に
宿
す
。

十
三
日

石
那
原
に
宿
す
。

十
四
日

帰
郷
。

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
旅
行
中
の
見
聞
記
録
は
全
く
な
い
。

『
菅
笠
日
記
』
の
内
容
が
一
七
七
二
年
の
旅
行
中
に
記
さ
れ
た
見

聞
記
録
な
の
か
、
版
行
ま
で
の
二
三
年
の
間
に
創
作
さ
れ
た
部
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
今
日
見
る
こ
と

の
で
き
る
版
本
と
、
宣
長
の
自
筆
稿
本
を
比
較
し
た
松
戸
清
彬

は
、
旅
行
後
、
版
行
ま
で
の
間
に
推
敲
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

― ３６ ―



（

）

明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
菅
笠
日
記
』
で
の
記
述

が
、
一
七
七
二
年
当
時
の
奈
良
の
状
況
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
の

か
は
分
か
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
七
五
七
年
と
一
八
〇
一
年
の
奈
良
旅
行
記
は
、
宣
長
の
眼
に

入
っ
た
生
の
奈
良
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
博
物
館
資
料
論

的
に
言
え
ば
、
一
七
五
七
年
と
一
八
〇
一
年
の
旅
行
記
録
は
一
次

資
料
で
あ
り
、『
菅
笠
日
記
』
の
記
述
は
二
次
資
料
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

お

わ

り

に

管
見
に
よ
れ
ば
、
一
七
五
七
年
と
一
八
〇
一
年
の
宣
長
の
奈
良

旅
行
に
言
及
し
て
い
る
者
は
少
な
い
。

出
丸
恒
雄
『
宣
長
の
青
春

│
京
都
遊
学
時
代
│
』（
光
書
房

一
九
五
九
年

一
八
一
頁
〜
）
で
は
長
谷
寺
開
帳
の
様
子
を
物
語

り
風
に
紹
介
す
る
。
小
林
秀
雄
『
本
居
宣
長
』（
新
潮
社

一
九

七
七
年

二
九
頁
〜
）
で
は
、
京
都
遊
学
後
に
奈
良
を
通
過
し
て

い
る
こ
と
に
僅
か
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
城
福
勇
『
本
居
宣

長
』（
新
装
版
人
物
叢
書

吉
川
弘
文
館

一
九
八
八
年

一
八

五
頁
）
で
は
、
一
八
〇
一
年
「
二
月
二
十
三
日
、
若
山
を
た
ち
、

大
坂
、
奈
良
、
長
谷
を
経
て
、
三
月
一
日
松
坂
に
帰
着
た
。」
と

あ
る
の
み
で
あ
る
。

本
居
宣
長
記
念
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
奈
良
旅
行
に
関
し
て

「
奈
良
」
と
「
長
谷
寺
と
奈
良
」
の
項
目
が
あ
る
が
、
奈
良
論
と

し
て
は
充
分
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
一
七
五
七
年
と
一
八
〇
一
年
の

宣
長
の
奈
良
旅
行
記
は
、
当
時
の
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料

と
考
え
、
全
集
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て

当
時
に
身
を
置
い
た
よ
う
な
心
持
で
紹
介
し
て
み
た
次
第
で
あ

る
。

註（
１
）
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
二
「
奈
良
坂

南
都
北
の
入
口
を
い

ふ
。
此
町
を
奈
良
坂
村
と
も
な
づ
く
。
般
若
坂

奈
良
坂
よ
り

佐
保
川
の
石
橋
ま
で
を
い
ふ
。
又
般
若
路
と
も
な
づ
く
」

（
２
）
東
大
寺
転
害
門
。

（
３
）
宣
長
が
見
た
東
大
寺
大
仏
殿
は
、
一
七
〇
九
年
（
宝
永
六
）

に
再
建
さ
れ
た
現
在
の
大
仏
殿
。
正
面
五
七
・
五
ｍ
・
奥
行
五

〇
・
五
ｍ
。
宣
長
が
見
て
い
た
方
広
寺
大
仏
殿
は
二
代
目
（
一

六
一
二
〜
一
七
九
八
）。
南
北
（
正
面
）
約
九
〇
ｍ
・
東
西
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（
奥
行
）
約
五
五
ｍ
。

（
４
）
一
六
六
七
年
（
寛
文
七
）
に
木
造
で
新
造
さ
れ
た
方
広
寺
大

仏
は
高
さ
約
一
九
ｍ
。
一
六
九
一
年
（
元
禄
四
）
に
完
成
し
た

東
大
寺
大
仏
は
高
さ
約
一
五
ｍ
。

（
５
）
三
笠
山
・
若
草
山
・
御
蓋
山
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

宣
長
が
見
た
「
す
ん
べ
り
と
し
て
」「
笠
を
う
つ
ふ
け
た
」
山

は
、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
若
草
山
で
あ
ろ
う
。「
木
深
く
繁
れ

る
山
」
は
春
日
社
の
神
域
で
あ
る
御
蓋
山
で
あ
ろ
う
。
宣
長
も

山
名
を
混
同
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
一
「
春
日
大
宮
四
社
大
明
神
」
と
あ

り
。
武
甕
槌
命
・
経
津
主
命
・
天
児
屋
根
命
・
比
売
神
の
四
神

を
祀
る
。

（
７
）
鹿
の
角
切
は
一
六
七
二
年
（
寛
政
一
二
）
か
ら
始
ま
る
。

（
８
）
興
福
寺
は
一
七
一
七
年
（
享
保
二
）
五
重
塔
を
残
し
て
伽
藍

焼
失
。

（
９
）
南
円
堂
は
一
七
四
一
年
（
寛
保
元
）
立
柱
、
一
七
八
九
年

（
寛
政
元
）
再
建
。

（
１０
）
元
興
寺
五
重
塔
。
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
に
焼
失
。
興
福

寺
五
重
塔
は
約
五
〇
ｍ
、
元
興
寺
五
重
塔
は
伝
承
で
は
約
七
二

ｍ
。

（
１１
）
明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
の
際
に
廃
寺
。
そ
の
際
、
本
堂
（
観

音
堂
）
は
大
和
郡
山
市
若
槻
町
の
西
融
寺
に
移
築
さ
れ
た

（『
改
訂
天
理
市
史
』
上
巻

一
九
七
六
年
）。

（
１２
）
拝
殿
は
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）
再
建
さ
れ
る
。

（
１３
）
雨
宝
童
子
立
像
。
室
町
時
代
。

（
１４
）
難
陀
龍
王
立
像
。
一
三
一
六
年
（
正
和
五
）
造
立
。

（
１５
）
宣
長
一
三
歳
、
一
七
四
二
年
（
寛
保
二
）
七
月
二
〇
日
に
参

詣
。

（
１６
）
本
尊
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
。
一
五
三
八
年
（
天
文

七
）
造
立
。
像
高
約
一
〇
ｍ
。

（
１７
）
與
喜
天
満
神
社
。『
大
和
名
所
図
会
』
巻
四
「
與
喜
山
天
神

一
名
三
燈
嵩
と
い
ふ
。
観
音
堂
の
東
に
あ
り
」

（
１８
）
立
田
新
宮
に
つ
い
て
は
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
三
「
龍
田
新

ひ
つ
じ
さ
る

宮

法
隆
寺
よ
り
六
・
七
町
坤
に
あ
り
。
民
家
軒
を
つ
ら
ね

て
、
龍
田
町
と
い
ふ
。
…
（
中
略
）
…
龍
田
の
祭
礼
の
日
は
、

法
施
の
衆
僧
三
十
人
を
、
法
隆
寺
よ
り
奉
り
な
ん
と
な
り
。
そ

れ
よ
り
永
く
つ
た
は
り
て
つ
と
め
ら
れ
け
る
が
、
立
野
ま
で
は

こ
こ

程
遠
し
と
て
爰
に
う
つ
し
け
る
」
と
あ
る
。

（
１９
）
藤
ノ
木
古
墳
か
。

（
２０
）
大
和
郡
山
市
が
設
置
し
た
説
明
板
に
は
「
新
木
山
古
墳

新

木
町
に
あ
り
、
陵
墓
参
考
地
に
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
古
墳
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
…
」
と
あ
る
。

（
２１
）
垂
仁
陵
古
墳
。

（
２２
）
工
事
中
の
本
堂
を
見
た
の
か
。
本
堂
は
一
七
九
八
年
（
寛
政

一
〇
）
再
建
工
事
着
手
し
、
一
八
〇
八
年
（
文
化
五
）
に
完

成
。

（
２３
）
眉
間
寺
は
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
る
。

い
ぬ
い

（
２４
）
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
二
「
犬
石

南
陵
の
乾
に
あ
り
。
此
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所
元
明
帝
の
陵
と
云
ひ
伝
ふ
。
此
石
、
陵
の
四
方
に
建
て
し
石

も
し

な
り
。
若
隼
人
像
な
る
か
。
後
考
あ
る
べ
し
」。『
好
古
小
録
』

（
一
七
九
五
年
）
で
は
「
元
明
天
皇
御
陵
碑

…
又
御
陵
の
上
、

隼
人
の
形
を
鐫
る
石
、
三
枚
を
立
。
一
は
立
、
二
は
踞
す
」
と

あ
る
。

し
ほ
ん
じ

（
２５
）
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
二
「
柿
本
寺

櫟
本
村
に
あ
り
。
人

丸
塚

当
寺
に
あ
り
。
石
碑
あ
り
。
歌
塚
と
書
す
」（
写
真
２
）

（
２６
）
杉
戸
清
彬
「『
菅
笠
日
記
』
管
見
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系

六
八
巻
付
録
『
月
報
』
七
九

岩
波
書
店

一
九
九
七
年
）。
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